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はじめに、デジチャレはこんな事業です

デジタル関連部活動
に参加する高校生

など

デジタル
人材

・一般的な児童、生徒
・デジタル技術等に接する機会

が少ない子ども など

高校等のデジタル関連部活動の支援

県内市町村での地域ICTクラブの実施

・民間企業のエンジニアやプログラマーを
精力的に活動するパソコン部や物理部
に派遣。

・放課後児童クラブ2カ所に、地域ICTクラブ
を設置。
・今年度は大学教授が講師として、プログラミ
ングを通した楽しいものづくりの講座を展開。

・地域課題の解決に取り組む人材（デジタル人材）を育成する。
・それぞれの子どもを取り巻く環境に関わらず、デジタルスキルを学ぶ機会の平等を図る。
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産学官のチームで動かしています

群馬県庁

(株)上毛新聞社

産業界 大学

運営委託

調整
連携

群馬大学、高崎商科大学、
共愛学園前橋国際大学

デジタルトランスフォーメーション戦略課、
私学・子育て支援課、県教育委員会 ほか

※以下は、2022年度の体制です。
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県内2カ所に地域ICTクラブを作りました

群馬デジタルイノベーションチャレンジ・

パレイストラ関根

群馬デジタルイノベーションチャレンジ・

スマイル放課後児童クラブ

前橋市

伊勢崎市

※HP：http://gundai-club.com/

※HP：https://smile-afterschool.jp/
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対象は、放課後児童クラブに通う子＋公募

13

14

7

5 1

参加している小学生（計40名）

３年生 ４年生 ５年生 ６年生 不明

・放課後児童クラブに通う子
と公募の割合は、50%

・公募は地元紙で実施

・小学3年生以上40名が参加
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2022年度の活動内容です

５～７月 ８～１０月 １１～１月 ２月

高崎商科大学
（築教授）

共愛学園
前橋国際大学
（村山教授）

群馬大学
（茂木教授）

Scratch

Micro:bit

発表会
@県庁

※活動頻度は、1か所あたり月1回です。

教育版マインクラフト
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デジタルを使ったものづくりを意識しています

※（株）上毛新聞社提供
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デジタルを使ったものづくりを意識しています

※（株）上毛新聞社提供
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デジタルを使ったものづくりを意識しています

※（株）上毛新聞社提供
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アウトプットも意識しています

・来年2月頃に成果発表会
（web配信予定）

・せっかく取り組んだことを、
やりっぱなしにしない

@群馬県庁32階官民協創スペース「NETSUGEN」
https://netsugen.jp/
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実施風景や教材をSNSで公開中！

@dchalle_gunma
https://twitter.com/dchalle_gunma

Twitter Note

https://note.com/dchalle_gunma/
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参加者の自己負担はゼロです

・国の交付金を予算総額の
50%充てています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事業の財源

地方交付税交付金 クラウドファンディング

・残りの50%はクラウドファンディング
（ふるさと納税制度）を活用します。
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最後に、ぜひ応援をお願いします！

９／３０（金）までクラウドファンディングを実施中です！

https://www.furusato-tax.jp/gcf/1716

以下、「ふるさとチョイス」へのリンクです。
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お問い合わせ
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ご不明な点等があれば、お気軽にお問い合わせください。

○お問い合わせ先
群馬県 知事戦略部 デジタルトランスフォーメーション戦略課 始動係
E-mail：dejitora@pref.gunma.lg.jp
TEL：027-897-2990（内線2990）

mailto:okuda-ryu@pref.gunma.lg.jp
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